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   Nucleate boiling enhancement technique with "re-entrant cavities" has already been well known. However, there are 

restrictions on the material and shape of the heat transfer surface, and it has not been popular yet. The purpose of this study is 
to form re-entrant cavities on the heat transfer surface by welding aluminium foil with a fine structure and to develop the 

nucleate boiling enhancement surface applied to a wide range of fields. Boiling heat transfer coefficients of the developed 
enhancement surface were measured and compared with those of smooth one. Test refrigerant is HCFC 123 and the test 

pressure is 1 atm. The enhancement rate of about 10 was obtained.
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1.緒 言

核沸騰熱伝達の促進 に関す る研究は1970年 代から数多

く行われ,気 泡発生核 を安定に保持できる再侵入くぼみ,

いわゆる"リ エン トラン トキャビティ(re-entrantcavity)"

を有する伝熱面が有効であることが知 られている.こ うし

た リエン トラン トキャビテ ィを管外面に人工的に多数施 し

た核沸騰促進管が各種開発 され,既 に大型空調機用冷凍機

などで実用化 されている1).今 後は,電 子デバイスや集積

回路チ ップの冷却への応用が期待 されている.し か しなが

ら,加 工上の問題からその多くは伝熱面の材質や形状に制

約がある場合が多い.た とえば,伝 熱面の材質が,海 洋温

度差発電や地熱バイナ リー発電など小温度差発電システム

用蒸発器でよく使用 されるステンレスやチタンと言った場

合,あ るいは伝熱面形状が平板の場合な どには従来のリエ

ン トラン トキャビティ技術では適用が困難である場合が多

い.そ こで,本 研究の 目的は微細構造を有す るアル ミ箔を

溶接や半田付 け等によって伝熱面に貼 り付けるとい う比較

的簡単な方法で伝熱面上にリエン トラン トキャビティを形

成 し,幅 広い分野で利用できる核沸騰促進面を開発するこ

とである.こ こでは,こ うした核沸騰促進面を試作 し,そ

の性能評価を行った結果について報告する.
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2.実 験装置 および方法

実 験 装 置 の概 略 を 図1に 示 す.実 験 装 置 は冷 却 水 循 環 装

置 ①,テ ス トセ ク シ ョ ン②,温 度 コ ン トロー ラ ー ③,各 種

計 測 用 マ ル チ メー タ④,大 気 圧 計 ⑤,デ ー タ処 理 用PC⑥

か ら構 成 され る.テ ス トセ ク シ ョン ② の 概 略 を図2に 示 す.

テ ス トセ ク シ ョン 下 部 に は加 熱 ユ ニ ッ ト⑦ が 設 け られ て お

り,テ ス トセ ク シ ョン ② 内 に は 冷 媒HCFCI23が 注 入 され

て い る.ま た,テ ス トセ ク シ ョ ン 内 に は 冷 媒 温 度 調 整 用 ヒ

ー タ ー ⑧
,凝 縮 管 ⑨,温 度 測 定 用 熱 電 対 ⑩ が 設 置 され て い

る.次 に,加 熱 ユ ニ ッ ト⑦ の概 略 を 図3に 示 す.加 熱 ユ ニ

ッ トは,テ フ ロ ン⑪ と真 鍮 ブ ロ ッ ク⑫ で 構 成 され,真 鍮 ブ

ロ ッ クの 上 端 面 は直 径 φ20mmの 沸 騰 伝 熱 面 とな っ て い る.

真 鍮 ブ ロ ック 下 部 の側 面 にマ イ ク ロ ヒー タ⑬ が巻 か れ て お

り,マ イ ク ロ ヒー タ の 電 気 入 力 を調 整 す る こ とに よ り,沸

騰 伝 熱 面 に お け る熱 流 束 を調 整 し た.ま た,熱 損 失 を抑 え

る た め にセ ラ ミ ッ ク フ ァイ バ ー を真 鍮 ブ ロ ック⑫ の 外 側 か

ら巻 き つ け た.真 鍮 ブ ロ ッ ク ⑫ に は 沸 騰 伝 熱 面 か ら下 方

1. water cooler, 2.test section, 3.temperature controller 

 4. multi meter, 5. atmospheric pressure meter, 6.PC

R&D本 部R&D本 部R&Dグ ル ー フ゜

Fig. 1 Experimental apparatus
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